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平成21年9月28日(月)
地域統計　第一回　担当：小宮山
地域を理解するということ
考えてみよう！　
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図 1　新潟市の家庭ごみ有料化のごみ減量の成果（平成20年6月に家庭ごみ有料化）
出典：新潟市環境部廃棄物政策課（http://www.city.niigata.jp/info/haiki/index.htm）
　新潟市：平成19年（▲）有料化の3ヶ月前からごみの量が増え始め（20％程度）、有料化直前に急激にごみの量が増え（▲）、その後、ほぼ前年同月比60％程度で推移。資源ごみも増えてはいるが、資源ごみが増えた以上に、ごみ量が減っている。
　全国的傾向：地域によっては、同じような有料化を行っても、必ずしも成功するとは限らない。
　　　　　　　　　不法投棄が増える地域もある（山・川・コンビニなど）。
　どんな地域で、ごみの有料化がごみの減量につながり、どんな地域ではごみの減量につながらないのだろうか？　成功要因・失敗の原因を考えてみよう（正解は、まだだれもわかりません）。
各回の内容の紹介
第1回　地域を理解するということ（小宮山）
“情報”・“文化”を扱う場合、地域という変数（地域を考慮すること）が大切だということを時間していただくのが、本日の目的です。物理法則ならば、どこの地域でも原因が同じなら結果は同じですが、“情報”・“文化”は、原因が同じでも地域という環境によって結果が異なります。ごみの有料化の話を例として、考えてみましょう。
　この例を通して、地域によって、結果が異なるからこそ、それぞれの地域で情報文化学部の私たちが活躍する必要があるのだということを皆さんに実感していただければ幸いです。
第2、3回　地域に関する統計(1)(2)（二瀬先生）
様々な地域統計のデータを挙げ、そのデータからどのような事が読み取れるのか、について説明します。
第4回・第5回　データ解析の基礎(1)(2)　（小野先生）
統計データの整理を中心に扱う。
・度数分布表、ヒストグラム
・統計データと様々なグラフ表現
・ローレンツ曲線
持参してほしいもの
・統計のテキストである「経済・経営・統計入門」
・できれば電卓
第6回　データ解析の応用（佐々木先生）
　地域でのシミュレーションを使った研究を紹介してもらいます。
第7回　データ解析の応用（小宮山）
　階層線形モデルを用いた地域不公平感の私の研究をお話しする予定です。「地域によって同じ原因でも結果が異なるか」を分析できます。地域によって不公平の感じ方が異なるのだということと、私の研究の失敗点、これからの皆さんの活躍に期待することなどを一緒に考えていきましょう。
第8回　地域分布の分析（二瀬先生）
　以下の3点について、考えていきます。
①何故このような分析が必要になるのか？
②地域分布で用いる測度
③都市内人口密度の法則
第9回　地域特性の分析（小宮山）
　経済企画庁の新国民生活指標を県別にマッピングし、地域指標の取り方や、問題点について考えていきましょう。
第10回　地域間関係の分析・第11回　地域構造の分析（平山先生）
　知事時代のご経験をもとに、地域間の関係や、地域構造についてお話しいただきます。　
第12回　地域予測の方法（白井先生）
　いくつかの数理モデルを紹介します。地域事象の時間的推移にともなう各種変化の分析手法として有力なロジスティック・モデル、人口の地域分布などの将来像を予測する有力な手法としてのマルコフ連鎖モデルなどを説明します。
第13回　地域間相互作用の分析（白井先生）
　産業連関分析を説明します。ある国（または地域）における1年間の財貨・サービスの流れを、産業間の取引に注目して、算出（販路構成）と投入（費用構成）の関係を表す産業連関表を作成することから分析が始まります。これを基に各産業の需給バランスを数式化します。産業連関分析では、ある産業に最終需要が発生した場合に，その需要が産業の相互連関を通じてどのように経済全体に波及
していくかを知ることができます。
第14回　地理情報システム（近藤先生）
　エレクトロニクスの進展に伴いGISの分野も大きく変化しています。教科書にあるような紙ベースの視覚化から、Googleに代表されるような電子ベースの視覚化に移っています。地図情報の電子化、GPSの基礎を概説し、それらの応用として地域活性化のための情報地図、防災地図を用いた中越沖地震の災害復旧をとりあげます。
第15回　試験
諸注意
· 成績評価方法 
· 定期試験、100％！ 
· 教科書・参考書 
· 講義中に配布 
· 受講に当たっての注意 
· 講義でわからないことがあったら、各担当者に質問してください。 
